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（1）  第524号（改版第27号） 2016年（平成28年）婦人ひめじ

2
月
28
日
㈰
、
昨
年
に
ひ
き
続
き
世
界
遺
産
姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン
2
0
1
6
が
開
催

さ
れ
、
姫
路
市
連
合
婦
人
会
で
も
昨
年
と
同
様
に
ラ
ン
ナ
ー
の
方
々
に
甘
酒
を
提
供

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま

れ
、
暖
か
い
早
春

の
日
ざ
し
を
あ
び

な
が
ら
一
万
人
の

ラ
ン
ナ
ー
は
晴
れ

や
か
な
笑
顔
で
ゴ

ー
ル
。ゴ
ー
ル
後

の
甘
酒
に「
大
変
、

お
い
し
い
で
す
。」

と
と
て
も
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

4
月
15
日
㈮
、婦
人
会
活
動
室
に
お
い
て
、姫
路
市
連
合
婦
人
会
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。会
長
あ
い
さ
つ
に
続
き
、平
成
27
年
度
の
事
業

報
告
と
収
支
決
算
報
告
が
あ
り
、
平
成
28
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支

予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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2
月
17
日
㈬
、
キ
ャ
ス
パ
ホ
ー

ル
に
お
い
て
生
活
学
級
合
同
修
了

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。生
活
学

級
の
各
代
表
者
が
石
見
市
長
か
ら

修
了
証
書
を
受
け
取
っ
た
後
、
一

年
間
の
発
表
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
消
費
生
活
講
演
会
と

し
て
、
未
知
や
す
え
氏
か
ら「
家
庭

と
仕
事
の
両
立
〜
ひ
と
り
の
消
費

者
と
し
て
〜
」
と
題
し
て
の
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

2
月
19
日
㈮
、
ま
ち
美
化
研
修

で
、
岡
山
県
真
庭
市
に
あ
る
バ
イ

オ
マ
ス
タ
ウ
ン
で
、
バ
イ
オ
マ
ス

に
よ
る
発
電
設
備
や
、
近
隣
の
山

林
か
ら
出
る
間
伐
材
を
利
用
し
た

木
質
ペ
レ
ッ
ト
作
り
の
現
場
を
見

学
し
ま
し
た
。自
然
の
循
環
型
に

よ
る
C
O
2
の
発
生
量
の
ゼ
ロ
を

目
標
と
す
る
真
庭
市
の
取
り
組
み

に
と
て
も
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

2
月
23
日
㈫
、
日
本
栄
養
専
門

学
校
に
お
い
て
、
食
肉
小
売
安
全

情
報
提
供
等
事
業
の
一
環
と
し
て

「
料
理
セ
ミ
ナ
ー
」
が
実
施
さ
れ
、

婦
人
会
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
の
石
川
博
純
先
生
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
た
け
の
こ
と
牛
肉

の
バ
タ
ー
醤
油
ソ
テ
ー
と
黒
酢
酢

豚
を
作
り
ま
し
た
。

3
月
8
日
㈫
10
時
か
ら
、
大
手

前
通
り
周
辺
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を

実
施
し
ま
し
た
。会
員
で
力
を
合

わ
せ
て
美
し
い
姫
路
を
め
ざ
し
ま

し
た
。

4
月
2
日
㈯
、
姫
路
城
三
の
丸

広
場
に
お
い
て
観
桜
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。午
前
11
時
か
ら
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は

岩
田
会
長
が
鏡
開
き
に
参
加
し
ま

し
た
。
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ヨ
ガ
教
室

船
津
校
区

1
月
17
日
㈰
、
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
有
方
由
美
子
先
生
の
指

導
の
も
と
、
ヨ
ガ
に
挑
戦
し
ま
し

た
。最

初
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
が
、
普
段
あ
ま
り
動

か
す
こ
と
の
な
い
足
指
の
ス
ト
レ

ッ
チ
な
ど
、
運
動
不
足
の
体
に
は

少
々
き
つ
か
っ
た
で
す
。で
も
、

徐
々
に
体
が
温
ま
っ
て
く
る
と
、

ウ
サ
ギ
の
ポ
ー
ズ
、
鷺
の
ポ
ー
ズ
、

鳩
の
ポ
ー
ズ
な
ど
が
苦
も
な
く
で

き
る
よ
う

に
な
り
、
体

を
伸
ば
す

こ
と
が
気

持
ち
良
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

頭
か
ら
足
ま
で
体
の
図
を
使
っ

て
詳
し
く
説
明
し
て
く
だ
さ
り
、

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。冷
え
症
に

も
効
く
と
教
わ
っ
た
の
で
、
無
理

の
な
い
程
度
で
続
け
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。　
　
　  

（
青
田
み
ゆ
き
）

ジ
ャ
ズ
パ
ー
テ
ィ
ー
2
0
1
6四

郷
（
見
野
）
校
区

3
月
12
日
㈯
、
皮
革
フ
ェ
ア
の

前
夜
祭
と
し
て
「
J
A
Z
Z
Y 

N
I
G
H
T
&
R
I
E
C
O
」に
よ

る
ジ
ャ
ズ
パ
ー
テ
ィ
ー
2
0
1
6

が
開
催
さ
れ
1
2
0
名
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。女
性
ヴ
ォ
ー
カ
ル

「
リ
エ
コ
」
さ
ん
の
心
よ
い
歌
声
と

サ
ッ
ク
ス
、ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
な
ど
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
で
、す
て
き
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。「
川
の
流
れ
の

よ
う
に
」な
ど
日
本
の
名
曲
も
と
り

入
れ
ら
れ
皆
さ
ん
大
満
足
で
し
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
に
は
「
テ
ネ
シ
ー
ワ

ル
ツ
」が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

（
竹
中
安
美
）

総
会
＆
お
花
見
会

中
寺
校
区

4
月
3
日
㈰
、
聖
徳
太
子
堂
広

場
の
満
開
の
桜
の
下
で
、
婦
人
会

員
94
名
が
参
加
し
て
中
寺
校
区
婦

人
会
の
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

会
長
挨
拶
、
溝
口
の
大
塚
自
治

会
長
の
来
賓
挨
拶
な
ど
総
会
行
事

が
無
事
終
了
の
後
は
お
待
ち
か
ね

の
お
弁
当
の
時
間
で
す
。

巻
き
と
い
な
り
の
小
さ
な
助
六

寿
司
で
し
た
が
、
食
べ
終
わ
っ
た

こ
ろ
に
甘
い
イ
チ
ゴ
、
さ
ら
に
大

き
な
雪
苺
大
福
と
温
か
い
コ
ー
ヒ

ー
に
大
き
な
歓
声
が
、
や
は
り
花

よ
り
団
子
で
す
ね
。（

河
南
眞
稚
子
）

折
り
紙
建
築
に
魅
せ
ら
れ
て

水
上
校
区

あ
け
て
び
っ
く
り
、
立
体
的
な

作
品
が
飛
び
出
し
て
く
る
折
り
紙

建
築
。こ
れ
は
特
別
な
カ
ッ
タ
ー

を
使
い
、
下
絵
に
そ
っ
て
切
り
、
山

折
り
や
谷
折
り
に
折
っ
て
、
台
紙

に
貼
り
ま
す
。

平
成
23
年
に
女
性
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
推
進
事
業
で
講
習
会
を

開
催
後
、
2
ヶ
月
に
1
度
、
渡
邊
久

晃
先
生
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
楽

し
く
作
っ
て
い
ま
す
。今
年
は
練

習
を
重
ね
、
11
月
は
姫
路
城
に
挑

戦
し
ま
す
。　
　  

（
豊
田
多
恵
子
）

▲折り紙建築の姫路城

▲ジャズ最高！！

▲おいしいね。花より団子

▲けっこうキツイ
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▲輪＝和

▲侘と寂わかったかナ

▲意外にむずかしい

校区婦人会では、地域内の女性によるコミュ二ティ活動の推進を図るために、
様々なイベント事業を実施しています。

み
ん
な
で
ウ
イ
ン
ナ
ー
作
り

12
月
1
日
㈫
、
フ
ァ
イ
ン
コ
ス

ト
の
木
村
友
彦
さ
ん
、
真
輔
さ
ん

の
ご
指
導
の
も
と
ウ
イ
ン
ナ
ー
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。男
女
い
っ

し
ょ
に
挽
き
肉
を
こ
ね
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
、
羊
の
腸
に
つ
め
、
ウ
イ

ン
ナ
ー
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。パ

ン
や
サ
ラ
ダ
と
い
っ
し
ょ
に
食
べ

る
と
今
ま
で
に
な
い
味
に
参
加
者

全
員
大
満
足
し
ま
し
た
。

1
月
24
日
㈰
に
予
定
し
て
い
た

タ
ニ
タ
の
健
康
講
座
は
悪
天
候
に

よ
り
中
止
に
な
り
ま
し
た
。楽
し

み
に
し
て
い
た
だ
け
に
残
念
で
し

た
。　
　
　
　
　
　  

（
上
野
裕
美
）

子
供
た
ち
と
初
釜
体
験

1
月
20
日
㈬
、
21
日
㈭
の
両
日

広
峰
小
学
校
で
表
千
家
の
先
生
の

ご
指
導
の
元
、
茶
の
湯
を
楽
し
み

ま
し
た
。何
よ
り
驚
い
た
事
は
子

供
た
ち
の
お
行
儀
の
良
さ
、
先
生

の
お
話
を
き
ち
っ
と
聞
き
静
か
に

お
抹
茶
を
待
つ
姿
勢
、
両
手
を
揃

え
て
お
辞
儀
を
す
る
姿
勢
、「
お
抹

茶
の
味
は
ど
う
？
」
と
尋
ね
る
と

「
美
味
し
か
っ
た
ァ
」
ま
た
「
ち
ょ

っ
と
苦
か
っ
た
」と
感
想
は
様
々
で

し
た
が
日
本
古
来
の
習
わ
し
が
子

供
た
ち
の
楽
し
い
行
事
の
一
つ
と

し
て
定
着
し
て
い
る
事
に
深
い
意

義
を
感
じ
ま
し
た
。  

（
河
﨑
清
子
）

輪
な
げ
大
会

1
月
24
日
㈰
、
女
性
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
事
業
の
輪
な
げ
大
会
を
、
城

西
小
学
校
体
育
館
で
各
種
団
体
の

皆
様
の
ご
協
力
で
実
施
。32
チ
ー

ム
・
応
援
も
入
れ
4
0
0
名
以
上

の
老
若
男
女
、
子
供
に
至
る
ま
で
、

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。同
じ
校

区
で
も
見
知
ら
ぬ
人
も
多
く
、
顔

は
笑
っ
て
も
目
は
真
剣
。喜
ん
だ

り
、
落
胆
し
た
り
、
輪
な
げ
の
輪
で

和
が
広
が
り
、
地
域
の
絆
が
よ
り

強
く
な
り
、
安
心
し
て
住
み
よ
い

町
づ
く
り
に
貢
献
さ
せ
て
い
た
だ

け
た
か
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。　

（
東
山
昌
代
）

4月29日㈮
5月13日㈮

5月14日㈯
5月17日㈫
5月21日㈯

みどりの美化キャンペーン
赤十字のつどい
地域啓発講演会
揖保川水系水防演習
姫同教定期総会
お城まつり総おどり

1月30日㈯
2月15日㈪
3月10日㈭
4月 1日㈮

青少年健全育成市民大会
子育て応援ネット全県大会
国際交流研修会
姫路市制記念式

今後の活動予定 その他の活動報告
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▲華やかな笑顔と会話で盛り上がり

余
部
校
区

2
月
7
日
㈰
、
第
6
回
の
生
活
学

級
は
「
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
」
で
お

寿
司
を
作
り
ま
し
た
。珍
し
い
プ
チ

ベ
ー
ル
と
云
う
野
菜
を
添
え
て
、
お

皿
に
花
が
咲
い
た
よ
う
で
す
。ス
イ

ー
ツ
作
り
も
賑
や
か
で
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
の
い
い
匂
い
、
抹

茶
羊
羹
キ
ャ
ロ
ッ
ト
ジ
ュ
レ
の
色

も
き
れ
い
で
、
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
た

ら
、
お
花
畑
の
よ
う
で
し
た
。終
り

に
手
造
り
の
革
ザ
イ
フ
を
作
り
、
お

土
産
と
お
腹
も
お
喋
り
も
満
足
で

楽
し
い
閉
講
式
に
な
り
ま
し
た
。

（
平
山
洋
子
）

手
作
り
サ
イ
フ
の

お
楽
し
み
会
と
閉
講
式

「
一
億
総
活
躍
社
会
」の
実
現
に
向
け
、
賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵
が
及

び
に
く
い
低
年
金
受
給
者
へ
の
支
援
や
、
高
齢
者
世
帯
の
所
得
の
底
上

げ
を
図
る
観
点
に
立
ち
、
高
齢
者
向
け
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。対
象

と
思
わ
れ
る
方
に
は
申
請
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

【
支
給
要
件
】

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象
者
の
う
ち
、
平
成
28
年

度
中
に
65
歳
以
上
と
な
る
人
。（
昭
和
27
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
）

※
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象
者
と
は
…

基
準
日
（
平
成
27
年
1
月
1
日
）
に
姫
路
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
平
成
27
年
度
の
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な

い
人
。た
だ
し
、
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
に
入
っ
て

い
る
場
合
や
生
活
保
護
の
受
給
者
で
あ
る
場
合
を
除
き
ま
す
。

【
支
給
額
】

1
人
に
つ
き
3
万
円

【
申
請
受
付
期
限
】

平
成
28
年
7
月
13
日
㈬ 

当
日
消
印
有
効

受
付
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
給
付
金
は
支
給
で
き
ま
せ
ん
。お
早
め
に

申
請
を
！

【
問
い
合
わ
せ
先
】

姫
路
市
臨
時
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
0
7
9
‐
2
2
1
‐
2
9
2
2

開
設
期
間
：
7
／
29
ま
で

　
　
　
　
　
9
：
00
〜
17
：
00（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

「
高
齢
者
向
け
給
付
金
（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）」
や
「
臨
時
福
祉

給
付
金
」の〝
振
り
込
め
詐
欺
〞や〝
個
人
情
報
の
詐
取
〞に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市
町
村
や
厚
生
労
働
省
を
か
た
っ
た
不
審
な
電
話
や
郵
便
が
あ
っ
た
場
合
は
、お
住
ま
い

の
市
町
村
や
警
察
署（
ま
た
は
警
察
相
談
電
話（
＃
9
1
1
0
））に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
本
赤
十
字
社
は
「
人
間
の
い

の
ち
と
健
康
、
尊
厳
を
守
る
」
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
世
界
各
国
の

赤
十
字
社
と
と
も
に
、
紛
争
や
災

害
、
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
人
々

に
救
い
の
手
を
さ
し
の
べ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
内
で
も
地
震
や
台

風
な
ど
の
被
災
者
の
救
援
活
動

や
、
医
療
、
献
血
、
福
祉
な
ど
の

幅
広
い
分
野
で
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
人
道
的
活
動
は
赤
十

字
の
理
念
や
活
動
に
ご
賛
同
い
た

だ
く
、
赤
十
字
社
員
（
会
員
）
の

皆
様
や
寄
付
者
の
方
々
の
温
か
い

善
意
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

運
動
期
間
中
、
皆
様
の
ご
家
族

に
日
本
赤
十
字
社
の
奉
仕
団
員
や

町
内
会
の
方
が
訪
問
さ
れ
ま
し
た

ら
、
赤
十
字
の
活
動
に
ご
理
解
い

た
だ
き
、
活
動
資
金
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

姫
路
市
役
所
地
域
福
祉
課
内

日
赤
姫
路
市
地
区

☎
2
2
1
‐
2
3
0
4

高
齢
者
向
け
給
付
金

　
　（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）

　
　
　
　の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
！

「
人
間
を
救
う
の
は
、人
間
だ
」

― 

5
月
は「
赤
十
字
運
動
月
間
」で
す 

―

4
月
1
日
㈮
、
第
49
代
姫
路
お

城
の
女
王
に
決
ま
っ
た
中
井
綾
子

さ
ん
、
満
田
芽
生
さ
ん
、
中
嶋
佳

奈
愛
さ
ん
の
3
人
が
連
合
婦
人
会

事
務
局
を
訪
ね
て
来
ら
れ
ま
し

た
。
岩
田
会
長
ら
を
前
に
3
人
は

「
姫
路
を
愛
し
、
姫
路
を
P
R
し

て
き
た
い
。」
と
熱
く
抱
負
を
語
ら

れ
ま
し
た
。

第
49
代
「
姫
路
お
城
の
女
王
」

婦
人
会
事
務
局
に
来
訪

中井さん 満田さん 中嶋さん
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●市民の皆さんは…
職場・学校・地域・家庭などの
様々な分野で、男女共同参画を
推進しましょう。

●市民団体の皆さんは…
市民団体の運営等について話し合
い、方針を決定する時は、男女が
対等に参画し、性別にかかわりな
く能力を発揮できる環境をつくり
ましょう。

男女共同
参画社会
の 実 現

用語の定義
（第2条）

姫路市男女共同参画推進条例は、男女共同参画の推進に関し、①基本理念を定め、②市、市民、事業者及び

その他の者の責務を明らかにするとともに、③市の施策の基本となる事項を定め、当該施策を総合的かつ計画的

に実施することにより、男女共同参画社会の形成に寄与することを目的に制定したもの（第1条）で、平成28年4月

1日の施行です。この条例の制定により、これまで取り組んできた男女共同参画の推進に関する各種施策をより

一層積極的に展開していきますので、皆様のご理解、ご協力をお願いします。

事業者

（第6条）

市民団体

（第7条）

自治会・婦人会
・NPO法人等

市　民

（第5条）

市
（第4条）

教育関係者
（第8条）

2

3

責 務

1基本理念
（第3条）

前 文

市の施策の基本となる
事項（第11条～第20条）

●姫路市男女共同参画プラン

　   ●施策の策定等に当たっての配慮

　   　   ●市民等の理解を深めるための措置

　   　   　   ●附属機関等における構成員の男女の比率

　   　   　   　   ●情報収集等

　   　   　   　   　   ●市民等に対する支援

　   　   　   　   　   　   ●推進体制の整備

　   　   　   　   　   　   　   ●苦情等の申出への対応

　   　   　   　   　   　   　   　   ●年次報告

　   　   　   　   　   　   　   　   　   ●拠点施設

 

姫路市 男女共同参画推進課　〒670-0012 姫路市本町68番地290  イーグレひめじ3階 ☎079-287-0803問い合わせ

男女共同参画の推進を
阻害する行為の禁止

（第9条・第10条）

男女共同参画審議会
の設置（第21条）

総合的かつ
計画的な実施

姫路市男女共同参画推進条例を制定しました！

http://www.city.himeji.lg.jp/s30/2870803.html　またはWeb検索ページで 姫路市男女共同参画推進条例｜ 検索
クリック

2016年（平成28年） 第524号（改版第27号）  （6）婦人ひめじ

だよりだより


